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主人の蝋燭を節約するためにすべてを暗闇の中で行うこと（5）


渡邊利道




　港港に巨大化した女たちが待っているので、男たちはめいめい自前で建造した船に乗って順繰りに彼女らとの逢瀬に巡らねばならない。凪の日も嵐の夜も、愛しい女たちの声が波の間から聴こえ、男たちは炎を飲み込んだように無言で櫂を動かすのだ。吐く息からさえ饐えたにおいが立つようだ。




　僕は夢の中で見慣れた路地を歩いている。そこがどこかは知らないが、角を曲がって、信号を渡るとビルがあるのは知っている。エントランスを抜けて、エレベーターのボタンを押す。振り返ると、静かに流れていく雑踏が輪郭のあやふやな灰色の一団に見える。もうすぐ雨が降り出す。




　ホテルの最上階に、ワンフロア全て貸し切って住んでいるマダムはいつも退屈している。僕たちは彼女に無理やり黄泉の国から連れ戻された死体だ。食事も水も摂らず、睡眠さえも必要としない僕らはマダムにとって最高の労働者で、退屈しのぎに無茶な要求を突きつけてくるのだ。




　真夜中の十二時をすぎた駅のホームに文字盤が動かなくなる時間帯があり、満員電車が静かに入ってくる。乗っているのは全員死者だ。身体のところどころが捥げていたり腐っていたりする死者たちが、押し合い圧し合いしながら乗っている。扉が開く。言うまでもないが乗ってはいけない。




　その液体は真実の洞窟の奥から少しずつ漏れてくるあの光が凝縮してできたもので本当は液体ではないのだが、しかしそれを飲み干すのが始まりである。胃の腑のうちで液体はゆっくり溶け、身体をゆっくり変容させていく。内側から静かな光暈がひろがり、その声に神性を与える。




　砂金のように静かに輝く、灰の中の骨が君に語りかける声は、ずっと昔、荒野でどこからともなく響いてきて、まだ人間に進化する前のものたちの耳をざわつかせた声と同じ色合いを持っている。いま、その声を聞くものたちをふたたび変化の波がさらい、どこか見知らぬ明日へと運ぼうとしている。




　蔵の中に通路を発見した僕は、それ以来何度か探検に出てみたものの、いつも入り口付近の外光が届く範囲で戻ってきていたのだが、その日、驟雨のために突然暗闇に包まれて、眩暈がしたようにただ突っ立っていると、どこからともなくひとすじの音楽が聞こえ、何処とも知れぬ場所へ攫われるのだ。




　文化区域には美術館と博物館、音楽堂に図書館と科学館がある。それぞれに専門家が常在しているが、その姿を見たものは今のところ誰もいない。学生たちは日がな一日文化区域をさまよい、専門家たちを探索して虚しい時間を過ごし、勉学は一向に進まず、ただいたずらに歳だけを重ねていく。




　寝床から目覚めることなく起き、開いたままだった扉を抜けて外に出ると、赤い空がポロポロ剥がれ破片が街のそこここに落下する。たちまちあらゆる建物が炎を巻き上げ視界一面が真っ赤に染まる、生あたたかい煙と灰がべっとり頰にはりついて、慌てて振り返ると出てきたはずの家が消えている。




　昼休みに屋上で弁当を食べてうとうとして気づいたらいつの間にか授業が始まっていた。嘘のように静かな午後で、たまにグラウンドで教師が吹く鋭い笛の音が聴こえてくる。ポカポカしたいい陽気だし、これはこれでいいか、かえって得したんじゃないかと思い、持っていた文庫本を読み始める。




　彼女の最新作を受け取って、大切に鞄に蔵い、バスに乗って二時間の道のりを戻るのだが、ギラギラ照りつけていた太陽がふと気がつくと真っ暗に翳っている。ガラス越しに見る村の様子はさっきまでとすっかり変わって薄気味悪いよそよそしさに満たされ、生暖かい風がどこからか吹き込んでくる。




　眠る人の番をしながら幾季節か過ごした。朝、夜明け後の清浄な空気を横切って、小さな雨が降っている。きらきら日差しが反射して森全体が輝き、光が音のように響き渡る。夢見るような風景に番人は息をのみ、すでに眠る人はこの世になく、自分が次の眠る人になったのだと知る。




　娼館の広間はちょっとしたギャラリーになっていて、マダムが端倪すべからざる趣味の持ち主だと知れるコレクションが並んでいる。その素気ない、しかし鋭い機知が隠された配列は、毎回少しずつ異なっており、訪れる度に心地よい驚きに導く。そうして愛撫はすでに始まっているのだ。




　水槽いっぱいに詰まった大量の鰻たちから、微量の電波が発信されていて、今朝、ようやく巨大電算機での解読が終了し、おそらくはさして遠くない未来に海洋が破滅すると彼らは述べているらしいと判明したのだが、それがどれほどの信憑性があるのかまったくわからないのだった。




　都は王が帰還するという噂でもちきりだ。重臣たちは頭を抱え、後宮は新たな妃を求めて使節を各地方に出したという。しかし疑いを持つものも多く、呪師や情報通の商人の家にはひっきりなしに客が押し寄せている。王を暗殺した者、それを命じたものは何を馬鹿なと震えている。




　教室の後ろの、掃除用具入れの奥に一枚の絵画がひっそり架かっている。真鍮色の表面に刻まれているのは猛り狂った群衆の姿だ。一人の罪人を取りかこみ、今か今かと処刑を待ち望んでいる狂喜し身悶える群衆。その表情を見てしまえば、誰だってその罪人が実は無罪だとしか思えなくなるだろう。




　饒舌な幻想に苦しめられて、不眠の夜が幾日も続く。外で騒ぐ風の音さえも何かの吠える声に聞こえ、その何かは足元の暗がりに蟠ってこちらの様子をうかがっているのだ。閉じたカーテンの隙間からやがて朝日が差し込み、また今日もダメだったと嘆くうちのほんの少しだけ眠る。




　庭に亡霊が立っている。あれはあの夜の娘に違いない。雨で視界が悪くまさかあんなところに人が立っていると思わなかったのだ。野菜がつぶれるような感触があったような気がしてるが、きっと偽記憶だろう。泥まみれになっていたはずのワンピースが色鮮やかに見えるのはなぜか。




　街が黄昏の微光に包まれて、路地に面したカフェのテーブルでは男たちがコーヒーを飲みながらお喋りに勤しんでいる。政治・哲学・芸術と話題は尽きず、時折通りすがる女たちに視線を取られながら、花を愛する男たちの夜は訪れようとしている。店の奥に主人づらして寝そべる猫。




　月に暗い影ができて数ヶ月経ち、誰の目にも明らかな眼球のかたちになって、しかも黒目が時折動くのだ。月の目にはまぶたがないのでずっと視線は地上に向けられたままで、人はいつしか夜に外出を控えるようになり、雨ともなると三々五々街路を駆け抜けて錯綜する。




　報告によれば、この星に我々の言語が通じる生物はいないというのだったが、この「言語」とは、文字および音声を媒体とした言葉のことではなく、何らかの意志を伝達しようとする行動すべてのことである。もちろんそういった「意味」を前提として生きている存在がすべて否定されたわけではない。




　館に入り、雨粒をコートから払って振り返れば、ちょうどホールの真ん中を貫く螺旋階段からゴージャスな裸の女が降りてくるところだった。柔らかな明かりに、薄く色づいた白い肌が揺れて近づいてくる。誰かの手に脱いだコートを渡し、その身体をかき抱いて接吻を交わす。




　悲しげな表情でコンパートメントの向かいの席に座った青年はただ窓外を見つめている。時速数百キロメートルの速度で都市から離れようとしているこの小部屋で、彼が憂いているのは、過去か未来か。私はトランプの札を繰りながら、彼に一つポーカー勝負でもと声をかけようかと迷っている。




　兄たちが機械の森とも表現されるべきビル群を見下ろすバルコニーでチェスに興じている。すごい速度で思考が流れていくのを、その目つきから推し量ることができるが、私は素知らぬふりでワインを傾け、ビバルディを流す。ここで全裸になってチェス盤を跨いでやったらどんな顔をするだろう？




　マンションの窓から花嫁が、つまらなそうな顔でハイヒールを投げ捨て、建物に面した川面に落ちる。一瞬沈んですぐ浮かび上がり、そのままゆっくり流されていく白い靴を見ながら初めて花嫁はうっすら微笑み、僕を振り返って、窮屈ね、脱がしてくれない？と挑発するように言う。




　うとうとしかかっている時に、暖炉の火か、あるいは何か動くものが視界の隅でざわめいていて、窓の外には雪がうっすら舞っていて、誰かが不意に私の首筋に吐息をかけているのが感じられ、目を覚まさなくては、と思うのだが、身体は一向に動かず、細い冷たい指が頰に触れて。




　寝台に横たわる老人はすでに死にかけており、もはや病人というのさえ憚られる彼の視線の先にはさきほどから一定間隔で揺れる蝶番がある。誰が、あるいは何かがそれを動かしているのだが、それ以上のことは決して起こらない。小さな音を立てて蝶番が揺れる。その度に老人に死が近づく。



ぜんため2019～第3回全国エンタメまつり～の話を中の人にきいてきた


古川モトイ




■前文





　2019年4月某日、私はとっても緊張していた。手のひらに「λ（ラムダ）」と書いて呑み込む。以前から編集のまあぼさんに「インタビューできるかもよ？」と言われていたぜんための中の人のお1人にインタビューできることになったのだ！




「ここがヒラタ産業株式会社……広告・メディア事業部『アドフォンテ』！」




　しかし次の瞬間、私を間違いをおかしてしまう。隣の飲食店（喫茶店？）ボーデンさんに突撃してしまったのだ。なんてこったメシが美味そうだ。しかし、待ち合わせまで10分しかない。仕方なくオレンジジュースを頼む私……ここでホットドリンクを頼んだら猫舌ならインタビュー前に殉職してしまう。私は幸い猫舌ではないが、慎重に冷たい飲み物を頼んだ。ジュースはまもなく出していただけたが、こんなときのためにも10分前行動は大切だなあとしみじみ思いながら、気を取り直してオレンジジュースを一気飲みした。まるで「最初からオレンジジュースを飲みたくて仕方がなかった人が思いを遂げた」ような顔をして数分でお店を出るとあらためてアドフォンテさんへ赴く。全然、大丈夫。ここまで挽回できないレベルのミスはない。強いて云うなら完璧だ。そんな緊張感を帯びたままインタビューはスタートした。



インタビュー中。手前が古川、奥が平田氏。




■本編A～きいてみたかった6つの質問～





インタビューに応じていただけたのはヒラタ産業株式会社広告・メディア事業部アドフォンテ取締役部長 平田英樹（ひらたひでき）氏だ。




－－よろしくおねがいします

平田英樹（以下、平田）氏：はい、よろしくおねがいします。

－－今日は電子フリーペーパー「北極大陸」の取材ということで今日はご協力いただきありがとうございます。インタビュー内容を6つ*提示させていただいてますが（*注：北極大陸51号掲載の公開質問のこと）、まずものすごく気になっている[1]からお願いいたします。




質問[1]「ぜんため！2019」は実施されるんですか？




平田氏：

はい、実施されます。第3回ということで「第3回全国エンタメまつり」となります。




－－ありがとうございます！それでは次の質問で……




質問[2]開催される場合、「ぜんため！2019」の情報はいつごろからどこで発表されますか？




平田氏：

4月25日に情報解禁ということで、ぜんためのWEBサイト（http://zentame.com/）で紹介いたします。4月25日時点で決まっている出展企業さんもそこでご紹介になります。




－－（おいマジか！北極大陸の来月号が出るの月はじめやから特ダネ逃したやんけ！）……私もHORIさんのゲームスティック使ってました。




質問[3]開催される場合、「ぜんため！2019」では過去の「ぜんため！」から何か新しい変化はありますか？




平田氏：

来ていただくファンの皆さまを飽きさせない新しい「何か」が「ある」ということを心がけておりまして、第3回は特にeスポーツに力を入れていきたいということになっています。




－－やはり、eスポーツですか。




平田氏：

はい、そうですね。やはり国体競技*にもなりましたし（*注：2019年秋の茨城国体でグランツーリスモSPORT、ウィニングイレブン2019、ぷよぷよeスポーツの3タイトルが競技される）。なので、今予定してますのは、今回も参加していただくセガさんだとかソニーさんだとかは実際に国体競技にも選ばれておりますので……セガさんですと「ぷよぷよ」、ソニーさんですと「グランツーリスモ」がを持ってらっしゃいますので、一応まだ予定ですけどeスポーツ……。




－－え？体験！？




平田氏：

いやいや！eスポーツも開催という……具体的なのはまだです！eスポーツのコンテンツもあるということです。まだ内容が決定していないので。




－－もしかするとeスポーツ体験が出来るスペースが、もしかすると作られちゃうかもしれないと！？




平田氏：

ま……まあ、そうですね。




質問[4]「ぜんため！」は「全国エンタメまつり」ということですが、「エンタメ」とはどこからどこまでを指すのですか？例えばアナログゲームや?スポーツはどうでしょうか？




平田氏：

そうですね、「エンタメ」がどこからどこまでというのは、まあいうとエンターテイメントなのでサブカルチャーのような扱いですね。ゲームを中心としたサブカルチャーというような言い方もしておりまして、なので勿論アニメもありますし、ゲームもありますし、コスプレもありますよという括りですね。痛車のコーナーもありますし。そういうことで全国から来ていただいた皆さにに楽しんでいただこうと考えております。




質問[5]開催される場合、「ぜんため！」は「全国」と銘打っておられますが、やはり注目して欲しいのは全国でしょうか？地域に対してはどうでしょうか？




－－日本全国に注目していただきたいのか、岐阜の地域に注目していただきたいのか、それ以外のカテゴリーに対してなのかという質問なんですが。




平田氏：

まずなぜ「全国エンタメまつり」にしたかといいますと、地域とメーカーで集まってゲームを中心としたイベントをやろうっていうのが地方では他にないので、一番最初だから「全国エンタメまつり」って名前をつけようねっていうことです。最初だからってことでそういう名前をつけさせていただきました（笑）。来ていただきたいのは全国の方で、「岐阜に来ていただこう」「岐阜に来ていただきたいね」「岐阜を知ってもらおう」というのがあります。




－－地域とゲーム、地域とゲームメーカーで出していくイベントコンテンツというのが他の地方になかったから「全国」と？




平田氏：そうですね。また、最初のコンセプトとして。この岐阜の柳ケ瀬商店街に全国のゲームメーカーさんが来て「一緒に活性化しましょう」というのが根底にあります。メーカーさんも岐阜にはじめてくるメーカーさんがほとんどなので、商店街に来ていただいて、空き店舗*に出展していただいて、ゆくゆくは岐阜の新しい発展の形としていければなと考えています。




（*注：柳ケ瀬商店街は繊維産業における問屋機能が集中した地域で、物流システムの変化など複合的な理由で衰退しているとの見解が強い。現に空き店舗もいくらか存在している。）




岐阜の中心産業だったアパレルが衰退しているので、この「ぜんため」を始めることで、ゲームを新たな産業としていけたらいいねという未来への思いもあります。そういうことで地域活性化をしようということではじまり、どうせやるなら全国で初めてのイベントに岐阜はもとより全国から来ていただこうということです。




－－ゲームと岐阜の関わりで上手いことやって一石二鳥も三鳥も狙っていきたいと、そういう感じに聞こえたんですけどありがとうございます。では最後に……




質問[6]最後に、岐阜県には全国規模で優秀な成績を残しており、中には全国大会での優勝経験がある世界的にも有名なゲーマーが幾人か存在していますが、彼らのことはご存知ですか？




平田氏：

えーと、失礼ながら我々はちょっと把握してないです。なのでeスポーツの大会やるにもそういう選手が必要になってきますが、今は知らないんです。だからメーカーさんにお聞きしたりとか紹介していただく形です。岐阜県にそういう方がおられる事はちょっと知らなかった。




－－えーと……いるんですよ。この辺に。全国エンタメまつりさんの参加企業の一番最初に名前が挙がっておられるアークシステムワークスさんが作っているゲームのギルティギアとブレイブルー……




平田氏：

はいはい！ギルティギアとブレイブルー！




－－異様に強いのが岐阜県に住んでまして。




平田氏：

あ、そうですか！




－－何回か日本の全国大会獲ってるんですよね。ラスベガスの世界大会*でも結構良い成績残してらっしゃって（*注：特に名前を挙げないがラスベガスで開催される対戦ゲームの超有名な大会がある）。




平田氏：

ということは、あの……今回はラスベガスと同じ日なんですよね……去年も今年も……。




－－ああ……（察し




平田氏：

なのでアークさんに言われているのは「そのクラスはあっち（ラスベガス）に行ってるよ」と。なので去年もアークさんはくにおくん*持ってらっしゃるので「くにおくん」の大会やったりとかそういうような感じです（*注：くにおくんザワールド・クラシックスコレクション）。でも、今回eスポーツも考えていただいてますので、どういうような形であれ協力していただけるのかなと。まだ内容は定まってませんが参加はしていただけるということです。




－－あと多分その日程でラスベガス行かないと思われるヤツが岐阜県に……ただ「ぜんため」さんの参加企業じゃないところのゲームで全国獲ってるヤツが……




平田氏：

なんのゲームですか？




－－ヴァンパイ……（略）なるほどそういうことなんですね！




平田氏：

我々としてもイベントを育てていきたいという思いがありますので、そういう地元のプレイヤーの方とも連携しながらやっていければと。コンセプトとしては岐阜を盛り上げるというものが中心にありまして、そこにゲームメーカーがのって頂いているということになりますので。やはり、岐阜のメンバー、たとえばそういうゲームプレイヤーの方々や、サブカルチャー含め色々な方々と盛り上げていければなと考えています。




－－なるほど。




平田氏：

ところでSNKのゲームにはあんまりそういう地元のプレイヤーはいないんですかね？




－－SNKのゲームは私が知る限り関西人が妙に強くて……あんまり岐阜県民で「この人」っていうのがいないんですよね。なんか伝統的に関西が強いイメージ（笑）




平田氏：

ははは（笑）、アークシステムワークスさんのゲームはやっぱり関東が強いんですかね？




－－アークシステムワークスさんのゲームは日本各地に強豪がいる印象です。それこそ岐阜県では○○（本名なので伏せ字）さんっていうコスプレイヤーとしてもプレイヤーとしても超有名な方がおられるんですけど。そういうプレイヤー集まって関東勢vs関西勢みたいな対決もやっていた記憶が。




平田氏：

岐阜はどっちに入るんですか？




－－中間なんですよ。だから、今は無くなったんですがダイオウ（岐阜市六条に過去に存在した）っていうゲーセンがあって、ダイオウで大会やると月イチ定例で開いている大会にも関わらず東京とか大阪・神戸から毎回大会に出場しに来るやつがいたんです。ちょうど中間地点だったんで大会に出場しやすかったんでしょうね。つぶれちゃいましたけどね。




平田氏：

そのネタいいな。アークさんの社長に伝えときます。そうだったんですね。




－－そうなんです。なんで毎回大会で顔見るので、私はてっきり岐阜に住んでる方だと思ってた方が「神戸です」って言われてびっくりしました。ああ、すいません思い出話で。




平田氏：

いえいえ（笑）、なので今後さらにどういう展開になっていくか分からないんですけども、eスポーツもゲームですのでいち早く視野に入れていこうと。そういう大会的なことも当日は行われますので。




－－ありがとうございます！楽しみです！



インタビュー中。手前が古川、奥が平田氏。




■本編B～「全国エンタメまつり」のもう一つの顔～





－－こちらからご用意させていただいた質問は以上なのですが、他に何か面白そうなお話ってありませんか？




平田氏

ボランティアに凄い来ていただいてまして。




－－えっ！？




平田氏：

岐阜にはまだそうは無いんですけれども、名古屋にゲームやアニメに関わる専門学校がたくさんありまして、6校ですかね。岐阜県の大垣女子短期大学もそういうコースを持ってますよね。




－－今年から大垣共立大学に変わるところですね？




平田氏：

はい。そうした学校からボランティアに来ていただいてまして。300名を越えるボランティアが来ていただいてます。厳選されたボランティアが。




－－はー




平田氏：

あんまりにも多いと管理できませんので。ぜんため期間中2日間で1日150人ずつで約300人。




－－今てっきり、ボランティアの話題を始められたときに「ボランティアが足りない」話をされるのかと思いきや、逆なんですね。




平田氏：

もう多くて。「参加したい」って方が多いんですよね。やっぱりゲームイベントが名古屋であったとしても、東京のゲームメーカーさんとボランティアが一緒にやれる機会って少ないですので。例えば各企業のブースでお手伝いや呼び込みをやるとかしていると、場合によってはメーカーさんと意気投合して、そのまま学生が会社訪問をしたりとか、そのまま就職につながったという話も聞きます。




－－ほー（ため息しか出ていない）




平田氏：

そういう交流の場であったりとか。あとは去年の場合だと初日の4日の夜に、企業さんと参加を希望する学生ボランティアさんの間で交流会をやってます。そちらにもメーカーさんもかなり積極的に参加されてますし、学生さんのほうもちょっとでも業界の方と触れ合いたくて。ソニーの盛田さんもおみえになったりとか、結構社長クラスの方がおみえになるんで色んな話をしながら。そういう交流会も結構ウケてますね。ゲームだけではなくてそういう学生と企業の交流会であったりとか。




－－すごいですね。




平田氏：

あとは柳ケ瀬商店街の空き店舗ゼロを目指そうということですね。ゲームってどこで作っても一緒ですから。そういうことで柳ケ瀬商店街のPRもしています。




－－2日間のプチインターンみたいなそういう雰囲気にもきこえますね。




平田氏：

そうですね。




－－ということはボランティアの方は学生さんが多いってことですか？




平田氏：

そうですね。全員専門学校の学生さんですね。各専門学校で厳選していただいて来て頂く感じです。1日各学校から20～30名ぐらいですかね。




－－企業と学生の交流の場になるというのは最初から想定されていたんですか？




平田氏：

はい、第1回目からそうで、その第1回目のときは終わった2日目最終日の夜に打ち上げだったんで、そうすると夜に企業さんも帰っちゃったりもするんで、企業さんの集まりもあんまり良くなかったんです。




－－あー、なるほど。




平田氏：

なので、2回目からは初日が終わった夜にやってます。




－－じゃあ、あれですね。全国に先駆けて始めたことで、全国に先駆けたノウハウみたいなものが蓄積されはじめているってことですよね？




平田氏：

そうですね。なんでその道を目指す名古屋の学生が企業さんと出会える場になりますからね。




－－ボランティアが来過ぎているって言うのは、ゲームやサブカルのイベントではなかなか聞きませんね。足りないって話は良く聞くんですけど。




平田氏：

もっと集めだしたらもっともっと増えちゃうと思うので管理するだけで大変になります。それ専属のスタッフが必要になります。各学校に行って打ち合わせして、やりとりして、学校で説明会をして……っていうとどんどん大変になります。また、企業さんも通常の就職活動みたいに面接だけじゃなくて、実際に1日一緒に仕事をすると、その学生の人柄が分かるじゃないですか。「あのコいいね」とか「このコいいね」とか一緒にやったからこそ分かるモノがあるみたいで、それは就職ガイダンスでは量れないようなものじゃないかなと。




－－ではゲーム業界を目指す学生さんにとっては、単に学生時代にボランティアに参加した経歴以上のプラスがあるってことですね。




平田氏：

そうですね。業界が良く分かりますよね。あと会社のカラーってあるので。




－－あります。




平田氏：

某社さんでいうと体育会系だとかそういうのがあるんですよね。やっぱり、一堂に介して見ると分かりますからね。企業のブースも然り。その会社にボランティアで入ればより分かりますからね。そういうのもいいのかなって。岐阜で言うとシルバースタージャパンさんとか。将棋とか囲碁とかのゲームで全国の8割近いシェアを持っている企業さんです。




－－日本一ソフトさんは岐阜の会社と認識しているんですが……




平田氏：

これです。




－－ああなるほど、銀星囲碁だ！だからシルバースターさんなんだ（恥ずかしながら社名は存じ上げておりませんでした）！銀製囲碁は知ってます。岐阜市の会社だったんですね！




平田氏：

今、将棋ブームなので子供向けに「みんなのどうぶつしょうぎ」というのを出されてます。あと藤井聡太七段が人気なので勢いが出てます。




■本編C～インディーメーカーのお話～





平田氏：

そうそう、大事なのを忘れてた！「ぜんため」は一番のメインがココです！




－－ココ？




平田氏：

インディーメーカーがたくさん来るっていうのも一番のウリなんです。メーカーさんは東京ゲームショーとかも色々あります。勿論、東京ゲームショーさんのほうが豪華にやられますので。「ぜんため」は柳ケ瀬商店街の通りなのでその日設営したら1回片付けてまた次の日出してやらないといけないわけですよ。そうするとなかなか豪華なセットは組めないので。空き店舗に入るところは別ですけど。




－－はい。




平田氏：

インディーメーカーは第1回の「ぜんため」から一生懸命プッシュしてやっていまして、全国にある数人から20人以内の規模のゲームメーカーさんに来て頂いてやってます。前回も60～70組ぐらい。そういうところはVRであるとか最新のモノをもってくるところもあります。




－－インディーのメーカーさんがそれだけ集まるってことは完全に東京ゲームショーさんとは一線を画してますね。




平田氏：

そうなんですよ。そこもまた「ぜんため」の売りなので。インディーメーカーさんが70社ぐらいあって。核となる大手のメーカーさんが30社ぐらいあると。




－－多分ですけど、東京のゲームショーってメーカーさんが出展しようと思うと出展料要りますよね？




平田氏：

はい、要ります。




－－それも結構かかりますよね？




平田氏：

それもかかりますし、入場料もかかりますから。ウチの強いのは入場無料ですから（笑）。利益はそう無いんですけど、協賛をいただいて。そしてインディーメーカーさんは無料でご招待させていただいています。ですから、インディーメーカーの発表の場というか、発展の場として。




－－インディーメーカーさんとゲームが好きなユーザーさんの交流の場としてもですよね？




平田氏：

ありますあります。メーカー同士の交流もあります。夜の交流会ではインディーメーカーさんも学生さんとの交流もやりますしメーカー同士の垣根を越えた交流があります。




－－インディーメーカーといっても元々大手で働いていた方がベンチャーで立ち上げたところがちょいちょいありますもんね？




平田氏：

ありますあります。もう、そうところばっかですよね。なので、今年は「去年はインディーで出てたけれども今年は企業ブース構えてやろうね」っていうようなところも。メビウスさんであったり、シティコネクションさんであったり。




－－企業ブースにでてこられると。




平田氏：

はい。……ところでシティコネクションさんって昔そんなゲームありましたよね？（笑）




－－ありますあります（笑）、私もクルマ乗って空き缶投げるゲーム*かな？って（*注：調べたところ実際にバーチャルコンソールでシティコネクションを配信している企業さまでした）。




平田氏：

古いゲームだけではなく新作ゲームも作ってらっしゃるんですけど、昔のゲームというと特にこのハムスターさんというメーカーが、ファミコンのアーカイブスをやってらっしゃいますね。そこを中心にやってらっしゃるので古いゲーム一杯出てきますね。




－－ハムスターさんは古いゲームの細かいところをたくさん手を出してる印象ありますね。権利関係めっちゃ大変だったろうなって。




平田氏：

そうですね。あとはYoutubeでも最近段々と人気になってきているゲーム芸人フジタさんが第1回から毎回来ていただいています。あと「ぜんため」はニコニコのオフィシャルでも取り上げていただいていているので、会場に来れない方でも雰囲気は感じてもらえます。ニコニコは旧長崎屋のメインステージを2日間オンエアしています。




－－日ノ出町のところですよね？




平田氏：

そこです。




－－……なるほど、では割と企業さん大満足のイベントだということですね？




平田氏：

です。企業さんはもう大満足。これからは東京一局集中ではなくて地方だってメーカーの皆さんは思っていて、地方に行きたいけどどうやって出て行こうかと言う考えがメーカーの皆さんにあったので。この「ぜんため」を足がかりに東海地方や北陸地方とか、地方のファンと結びつく機会も増えます。あと、メーカーの皆さん物販が売れますね。売れて売れて仕方がないそうで、東京とか関東とかのゲームイベントよりも売れるそうです。なのでメーカーさんは色々持ってきておられます。岐阜限定のグッズを作られたりとかもされています。特にぜんためには「のぶぴょん」というキャラクターがいるんですが、企業さんには「のぶぴょんとコラボしたオリジナルグッズを作りましょう」と呼びかけています。岐阜のお土産を作っていこうと。去年は商店街で岩田時計舗さんと「ぜんため」のオリジナルG-SHOCKを作りました。あとは「ぜんため」のロゴの四色団子を作ったり。そうした取り組みを商店街の皆さんと少しずつ、一生懸命やってます。




－－なんかそんな面白そうなイベントなのにすいません、私、初回～2回目とも「ぜんため」別の予定と被って行きそびれちゃって……




平田氏：

いっつも名古屋のコスプレサミットと被っちゃってるので、結構サブカルの人はあっちへ行っちゃうみたいで。もう少し名古屋から人は来て欲しいんですけど。でも今年はひょっとするとぜんための日程が長良川全国花火大会と被るからコスプレサミット側が日程をズラすとかズラさないとか。




－－今年こそは私も日程を先に押さえて是非見に行きたいと思います！




平田氏：

是非来て下さい。今回は例年17時までのところ19時までやりますんで。花火大会を見に来る人にも「ぜんため」をPRしたいと思います。




－－今日はありがとうございました。




平田氏：

ありがとうございました。




平田さま、長い時間本当にありがとうございました！今年の夏こそ「ぜんため」見に行きます！



向かって左が古川、右が平田氏。



リビングデッド・シスター


弾射音
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　翌日の朝一番で横山課長に決意を報告した。課長は一瞬、言葉に詰まった。顔が赤くなる。せっかく目をかけてやったのに、なんと恩知らずなと思っているのだろう。申し訳ないが、僕にとっては何よりも冴子の方が大事だ。

「三月いっぱいで辞職します」

「そうか、わかった」

　課長はそれ以上何も言わなかった。

　昼はいつものように由希子と喫茶店へランチを食べに行った。

「会社を辞めるよ」

　再び、単刀直入に言う。由希子はまた涙目になった。

「あたしのことを優先してくれたのね。うれしい。だけど、結婚して一緒に大阪へ行く手もあったのよ」

　まさか、妹のためだとは言えない。

「必死に再就職先を探すよ」

「あたしも協力する」

　それ以上は会話が続かなかった。まるで通夜のようなランチだった。

　会社に戻ると、僕は早々に普段の仕事をしながら身辺整理をはじめた。




　夕方に、飯田氏からスマホに電話があった。ちょうど、由希子と一緒に地下鉄で帰宅する途中だった。

「奥田くんの日誌の分析を終えました」

　飯田氏が感情のない声で言う。

「お話があります。今夜会えませんか」

「わかりました。ご自宅にお伺いするのでよろしいですか」

「はい。何時でもかまいません。待っています」

　電話を切る。由希子が怪訝そうな顔で僕を見ていた。

「誰から？」

「ちょっと知り合い」

「今から会いに行くの？」

「うん。でも、大丈夫。時間はある。喫茶店に入ろうよ」

　僕たちは引き返し、いつもランチを食べに行く喫茶店に入った。僕は母に電話した。今夜は外で食事をするよ。うん。なるべく早く帰るけど、遅くなるかもしれない。

「どうしても会社を辞めるの？」

　紅茶を飲みながら由希子が言う。

「うん」

「うまく再就職できたとしても、お給料は下がっちゃうかもしれないわよ」

　女性らしい、現実的な観点だ。結婚を考えているくらいだから、将来の生活を心配するのも無理はないだろう。

「そうだろうね。でも、もう決めたことなんだ」

「どうしてそんなに今の仕事を諦められるの？」

「君のためさ」

　僕はそういったが、その直後に思わず笑い声が出てしまった。

「嘘。ほかに理由があるんでしょう」

「何もないよ」

「いいえ、その目は嘘をついている目」

　鋭い女だ。しかし、まさか妹がゾンビだと言えるだろうか。

　それだけじゃない。由希子との結婚そのものが考えにくい。ゾンビの妹を抱えている以上、結婚そのものが不可能になってしまう。家族にゾンビがいることを知られるわけにはいかないのだ。

「妹さんのため？」

　急に由希子が言う。僕の心臓は飛び上がった。

「どうしてそう思うんだ」

「だって、妹さんはご病気で寝たきりだったでしょう。妹さんを見捨てられないから？」

　これ以上ごまかすことはできないだろう。しかし、ゾンビであることは口が裂けても言えない。

「そう。妹の面倒を見なくちゃいけない。僕がいないと駄目なんだ」

「ご両親がいるから大丈夫なんじゃないの？」

「親では駄目なんだ。父も母も責任のなすりつけあいばかりで、ちっとも面倒を見ようとしない」

　そんな親は想像もつかないとでも思ったのだろう。由希子はしばらく口をつぐんだ。それから言った。

「妹さん思いなのね」

　返す言葉がない。どこか、非難めいた口調にも聞こえる。結婚したら、あたしは妹さんの面倒を見させられるのか。そんなことを考えているのかもしれない。前途多難だ。いろんなことがうまくいかなくなって、そのうちに別れざるを得なくなるのではないか。

　しかし、それ以上は話は進展しなかった。由希子もそう簡単に僕を諦めることはできないだろう。次の土曜のデートを約束して、僕たちは別れた。




　飯田氏の自宅に着いたのはもう九時も近くだった。

「ああ、いらっしゃい。突然ですみませんでした」

「いえいえ」

　リビングに通される。奥さんがコーヒーを持ってきてくれた。ソファに差し向かいに座ると、飯田氏は言った。

「結論から申し上げましょう。結論が出なかったというのが、結論です」

「と、言うと？」

「奥田くんの研究からだけでは、ゾンビの存在を証明することができないということです」

「しかし、確かに妹は」

「おっしゃることもわかります。しかし、すべては自己暗示でも説明できるのです」

「そうですか」

「もちろん、かなり強烈な自己暗示であることは確かです。暗示を解くことは非常に難しいでしょう。でも、可能性はあります。まずは妹さんの健康を回復させねばなりません」

「どうすればいいんですか」

「やはり、病院に連れていかなければなりません。あの体臭や斑点の原因を突き止め、治療しなければなりません。それと同時に、心理学者に協力してもらって暗示を解くことが必要になります」

「研究対象にされませんか？」

「きわめて珍しいケースですからね。しかし、このまま放置しておくよりはましでしょう。警察にも通報しなければなりません。今回の件では、人が三人も死んでいます。秘匿しておく訳にはいきません。このままでは、私も高梨さんも犯人隠匿の罪に問われかねません」

「わかりました」

「さっそく、妹さんを病院に運びましょう。私が勤務する病院に運びましょう。早ければ早いほどいい。今からお宅へお伺いしてもよろしいですか」

「はい。いちおう、両親に電話しておきます」

　僕はその場でスマホを取り出し、家に電話した。母が出た。今から飯田さんが家に向かうから。そう。冴子を病院に運ぶの。何？ そんなこと言ってる場合じゃないよ！

「ご両親の許可は取れましたか」

「許可は関係ありません。今すぐ行きましょう」

　飯田氏が身支度をし、彼の車で僕の家へ向かった。

　到着し、インターホンで母を呼び出す。玄関に出てきた母はひどく狼狽していた。飯田氏が挨拶したのに、挨拶を返そうともしない。

「母さん、どうしたの」

「冴子が、冴子が」

「冴子がどうしたんだよ」

「いなくなっちゃったのよ！」




【続く】


OCTA ORCA DM polar bear
　murbo




　■OCTA ORCA DM polar bearオクタオルカ　ディーエム　ポーラベアー

　機澤重工業の広報用ロボットの名目で開発されたOCTA ORCA DMは、各種武装の開発も兼ねた計画であった。このOCTA ORCA DM polar bearもその一つで、大戦中の主力戦車であった、MABT86空中戦車の主砲F88bをほぼそのままOCTA ORCAに搭載している。F88bは右肩に自由関節で接続され、OCTA ORCAは専用のトリガーを引くことで操作する、既存の武装のように人が操作する方法とほぼ同じだ。ただし、目標の確認やロックオンなどはF88bのカメラとOCTA ORCAのコンピュータを連動させている。右肩のレーダー設備は主に索敵に使用され、一般的な作戦ではOCTA ORCA DM polar bearは長距離射撃以外にも部隊全体の偵察任務や索敵も担当することを想定している。偵察が主任務になる場合はF88bを降ろし、通常武装のFG2C、通称イェーガーファウストを携行する。偵察任務も兼ねる場合はOCTA ORCA polar bear自体はレーダーの機能のみであり、得られたデータはすべて指揮官機かコントロールセンターにリアルタイムで送られる。

　戦車と同じ大砲を装備することでGK-1を一撃で破壊できると想定していたものの、強制的に持たせたために発熱量が高く、アイドリング状態でも熱暴走を起こしてしまった。何度かの試験中に運よく射撃できたとしてもジェネレーターの破壊は周囲への被害が大きく、これまでの武装による精密射撃や打撃、切断などの破壊行動とは比較にならない影響があることが判明し、出力を調整、既に開発が終わっていたF88bをOCTA ORCAのために開発を再開し、F88cとして少数製造された。新たにF88cと開発番号は与えられたものの、先に記したようにOCTA ORCAで運用出来るように調整したに過ぎず、貫通力や飛距離などはむしろ劣った状態になっている。

　所謂イベントやコンベンションなどには可動しない状態で展示されただけで、試験運用として直接前線に配備された特異なデモ機である。配備は北部の治安が極端に悪い地区で、自己増殖と改造したロボットだけでなく、政府をよく思っていない組織のアジトなどが点在している。OCTA ORCA DM pola bearは寒冷地では比較的性能を発揮し、量産型のOCTA ORCAとの混成部隊でそれなりの成果を上げている。



　ということで、OCTA ORCA DM pola bearはこの電子フリーペーパー北極大陸のイメージでもないけど、白い感じとマーキングをそのまま流用しています。やりたかったのは大きな大砲を担いたロボット。とりあえず大砲を担いでいるのは景気が良いですからね。しかし、どうやってつけたらいいか困りました。羽が邪魔なんですよ。自分で作って邪魔は自己矛盾が過ぎるのですが、大砲どころか肩にバリエーションを付けるのすら後付の設定なのです。ただ大砲を手に持っているのは新規性がない気がしたので肩にくっつけています。それだと動かないので一応自由関節になるようにしています。グリップ握ると固定されるからあんまり意味なかったのか。この辺はアニメの幻魔大戦に出てきたベガの内蔵ビームガンの感じを気にしています。気にしているだけで全然違います。それとなんだっけ？ガンダムのフルアーマーZZガンダムの大砲持ってるやつ。あれもイメージにありました。あれかっこいいよ。全然動けない形だけどね。右肩のレーダードームはSF的なイラストで宇宙船とか出てくるとくっついている感じのやつ。

　もうネタが尽きたつもりで作ってたら二、三思いついたのでまだまだ続けますよ。それ以上は自分でもきついｗ




【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記



murbo／第54号の編集後記でございます。

選挙が終わって風邪を引いてしまいました。




古川モトイ（以下、古川）／お疲れ様です。GW真っ只中ですが災難ですね。やっぱり春雨は体に障りましたか……




murbo／傘をささずに雨の中撮っていたのが良くなかったようで。

選挙自体は課題というか反省点や疑問点がそこそこ出てきました。




古川／傘無いとか反省ですね(^-^;




murbo／今回は脚立に乗ることが何度かあったので傘もさせなかったのですよ。雨対策は早めに暖かくして寝るくらいですねｗ




古川／あまがっばかなー




murbo／かっぱ、ありましたね。他にも体力的にあの選挙運動に張り付くのは難しいかも。




古川／まあ、一大イベントですからね。




murbo／他所のやり方を知らないので皆同じじゃないでしょうが、とにかく市内くまなく車で回って手を振ってる人がいたら止まって握手。これがなかなかつらい。




古川／辛いなあ。




murbo／勝つ選挙のやり方は見れたのでそれだけは良かったといいたいです。

ということで、風邪はこじらせながらも今回は考えさせられるものがあり、選挙自体は全然関係なく個人的にすごく前向きになれました。

すこし早いですが締めます。

今回も皆様のおかげで配布できます。ありがとうございます。

参加者も気長に募集しています。

それではまた次号出せるようにがんばります。




北極大陸　第54号

2019年5月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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